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 令和５年度第１２回総会 

（開始時刻９時３０分） 

 

事務局（小山事務局長） 

 それでは、ただいまから総会を始めさせていただきます。 

 本日の委員の出席状況でございますが、委員総数１８名のうち、本日出席の委

員は１７名、欠席委員は１名でございます。 

 したがいまして、出席委員数が在任委員数の過半数を超えておりますので、

「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の規定に基づき、本日の総会が、

「成立いたしますこと」をご報告申しあげます。 

 それでは、山田会長からご挨拶を賜りまして、そののち、「下関市農業委員会

総会会議規則第６条及び第７条」の規定に基づき、議長である会長の「開会の宣

告」ののち、お手元の総会次第に従いまして議事を進めさせていただきます。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 （会長挨拶） 

 先ほど、事務局から報告がありましたように出席委員が過半数を超えていま

す。本日の総会は、成立いたしますので、「令和５年度第１２回定例総会の開会」

を宣告します。 

 それでは、議事に入ります前に総会会議規則第１９条第３項の規定に基づき

まして私のほか２名の委員が署名することとなっておりますので、私の方から

指名させていただきます。 

本日の総会の議事録署名委員に、議席番号５番、田﨑育子委員と議席番号７番、

下田敏純委員のご両名を指名させていただきます。どうかよろしくお願いいた

します。 

それでは、議事に入ります。日程第１「議案第１号 農地法第３条第１項の規

定による許可について」お諮りいたします。 

なお、審議にあたり、５番の案件につきましては議席番号  番、    委

員が、８番の案件につきましては議席番号  番、    委員が、農業委員会

等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に該当しますので、まず１番から４

番及び６番、７番、９番について審議し、それぞれの該当委員の退席の後、５番、

８番について審議することといたします。 

それでは、１番から４番及び６番、７番、９番について、事務局の説明を求め

ます。 
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事務局（足立事務局次長） 

 それでは、ご説明いたします。以降、着座にてご説明いたします。 

この度、新たに３名の委員が任命され、初めての通常総会となりますので、詳

細に説明させていただきます。総会議案書１ページをお開きください。 

説明の前に議案書内に記載しております非線引、未指定、調について簡単にご

説明いたします。下関市には下関都市計画区域と下関北都市計画区域の２つの

都市計画区域がございます。下関都市計画区域は内日地区を除く旧市内で、「市

街化区域と市街化調整区域」の区域区分があり、いわゆる線引きがなされており

ます。下関北都市計画区域は内日地区、豊浦地区、菊川地区で、こちらには市街

化区域や市街化調整区域等の区域区分がなく、いわゆる、非線引き区域となりま

す。なお、豊田地区、豊北地区については都市計画区域外の区域となっておりま

す。議案書には市街化区域内の農地を「市」、調整区域内の農地を「調」、内日地

区、豊浦地区、菊川地区の農地を「非」、豊田地区、豊北地区の農地を「未指定」

と記載しております。 

続きまして、農地法第３条第１項の規定による許可についてご説明いたしま

す。農地法第３条第１項の規定による許可とは、農地を農地のままで権利を設定

し、若しくは移転するもので、農業委員会の総会にてご審議いただき、許可の可

否を決定し、承認されれば会長名で許可書が交付されます。なお、相続について

は権利の設定移転に該当しませんので、許可を要しない行為となります。ただし、

農業員会への届け出は必要です。 

それでは、議案についてご説明いたします。１番、申請者、土地の所在等は議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆で、面積は６１２㎡、位置

図は４、５ページ、公図は６、７ページをご覧ください。申請地は JR 山陰本線

黒井村駅から北東へ約６００ｍに位置している、農業振興地域内白地の農地で

す。 

申請理由は、遠方に居住し、耕作が困難な譲渡人の要望に、兄である譲受人が

応じたものでございます。申請地は譲受人の自宅から    の距離に位置し

ており、譲受後は馬鈴薯や里芋等を栽培する予定で、贈与による所有権の移転と

なっております。 

１ページに戻りまして２番、申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおりで

ございます。登記地目は畑１筆で、面積は３６５㎡、位置図は８、９ページ、公
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図は１０ページをご覧ください。申請地は下関市役所豊北総合支所阿川支所か

ら北東へ約７００ｍに位置している、農業振興地域内白地の農地です。 

申請理由は県外に居住している譲渡人の要望に、叔父である譲受人が応じた

ものでございます。申請地は譲受人の自宅から近く、譲受後は玉ねぎや大根等の

野菜を栽培する予定で、贈与による所有権の移転となっております。 

１ページに戻りまして３番、申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおりで

ございます。登記地目は田１筆、面積は５，１４６㎡、位置図は１１、１２ペー

ジ、公図は１３ページから１５ページをご覧ください。申請地は下関市役所王司

支所から北東へ約９００ｍに位置している過去に農業公共投資の対象となった

農地です。 

申請理由は耕作の予定がない譲渡人の持分５分の１を譲受人に移動し、譲受

人が経営規模拡大を図るものでございます。申請地は譲受人の自宅から    

  の距離に位置しており、譲受後は水稲を栽培する予定で、贈与による所有権

の移転となっております。 

総会議案書２ページをお開きください、４番。申請者、土地の所在等は議案書

に記載のとおりでございます。登記地目は畑１筆で、面積は８１０㎡、位置図は

１６、１７ページ、公図は１８ページをご覧ください。申請地は下関市役所豊北

総合支所阿川支所から西へ約２．５ｋｍに位置している過去に農業公共投資の

対象となった農地です。 

申請理由は高齢で耕作が困難な譲渡人の要望に譲受人が応じ、経営規模拡大

を図るものでございます。申請地は譲受人の自宅から     の距離に位置

しており、譲受後はほうずきやひおうぎ等の花を栽培する予定で、贈与による所

有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、６番。申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおり

でございます。登記地目は田１筆で、面積は２，５３０㎡、位置図は２４、２５

ページ、公図は２６ページをご覧ください。申請地は下関市役所菊川総合支所か

ら北西へ約２ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となった農地で

す。 

申請理由は農業後継者もいない譲渡人の要望に、前耕作者である譲受人が応

じたものでございます。申請地は譲受人の自宅から     の距離に位置し

ており、譲受後は水稲を栽培する予定で、売買による所有権の移転となっており

ます。 
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総会議案書３ページをお開きください、７番。申請者、土地の所在等は議案書

に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆で、面積は３，３７１㎡、位置

図は２７、２８ページ、公図は２９ページをご覧ください。申請地は下関市役所

菊川総合支所から北西へ約１．９ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対

象となった農地です。 

申請理由は農業後継者もいない譲渡人の要望に、前耕作者である譲受人が応

じたものでございます。申請地は譲受人の自宅から近く、譲受後は水稲を栽培す

る予定で、売買による所有権の移転となっております。 

３ページに戻りまして、９番。申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおり

でございます。登記地目は田１筆で、面積は２，６４０㎡、位置図は３３、３４

ページ、公図は３５ページをご覧ください。申請地は JR 山陰本線安岡駅から北

東へ約１ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は遠方に居住しており、耕作が困難で農業後継者もいない譲渡人の

要望に譲受人が応じ、経営規模拡大を図るものでございます。申請地は譲受人の

自宅から    の距離に位置しており、みかんやカボス等の柑橘類を栽培す

る予定で、売買による所有権の移転となっております。 

農業委員会では、農地法第３条第２項各号に該当する場合は、許可することは

できません。第１に農地の全てを効率的に利用する。第２に必要な農作業に常時

従事する。第３に周辺地域の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に

支障を生ずるおそれがないと認められること等の要件を、全て満たす必要がご

ざいます。 

この度の案件については、各譲受人は農地を効率的に利用し、耕作に必要な労

働力、農業用機械を所有しており、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支

障が生ずる恐れがないことから、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許

可基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

なお、説明に当たりましては、個人情報保護の観点から直接個人名を使わず、

譲渡人、譲受人等の表現で報告をお願いします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告をお
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願いいたします。 

 

石田安男委員 

９番の石田です。１番の案件について補足説明をいたします。３月６日に農業

委員２名、事務局職員２名で、現地を確認いたしました。 

譲渡人は遠方に居住していて耕作不能なため、譲受人である兄に管理しても

らっておりました。以前から贈与を申し出ており、この度、譲受人が譲り受ける

ことにしたものです。 

申請地は自宅から   の位置にあり、隣地は譲受人の農地であり、一枚のほ

場の様な状態になっております。ゆくゆくは畑に転換し、馬鈴薯、里芋等を栽培

する予定で、贈与による所有権の移転です。何ら問題はないと思います。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

 続きまして、２番、４番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、

報告をお願いいたします。 

 

有田孝義委員 

 １８番の有田です。２番及び４番の案件について補足説明をいたします。３月

７日に農業委員２名と、事務局職員１名で現地を調査いたしました。まず２番の

案件について、遠方に居住する譲渡人が叔父である譲受人に贈与するもので、申

請地は譲受人の所有する畑に隣接しており、一体的に耕作が可能で、自家消費の

野菜を作付けするとのことで問題ないものと判断いたしました。 

続いて４番の案件についてですが、申請地はため池に隣接した細長い畑でし

たが、周りには鹿よけのネットを張り、畑としてきれいに管理されていました。

譲渡人は高齢で耕作が困難ということで譲受人に申し出たものですが、譲受人

は花を栽培して市場へ出荷するとのことですので、問題ないものと判断いたし

ました。 

以上２件について、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 続きまして、３番の案件につきまして、議席番号３番、新久保克己委員、報告

をお願いいたします。 

 

新久保克己委員 

 ３番の新久保です。３番の案件につきましての現地確認の結果を報告します。
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３月５日に農業委員２名と事務局職員２名で現地確認を行いました。 

申請地は５人の共有地で、２、３年耕作されておらず雑草が繁茂しておりまし

た。 

申請内容は５人のうちのひとりである譲受人が経営規模の拡大を計画したと

ころ、相続で持分５分の１を取得していた譲渡人が、取得時から耕作しておらず、

今後も耕作予定がないため、譲受人の要望に応じたものであります。贈与による

権利移動です。他の３人についても耕作を承諾しております。譲受人は営農に必

要な農機具を保有し、譲受け後は水稲を作付ける予定であります。 

問題ないと思われます。ご審議の程よろしくお願いをいたします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、６番、７番の案件につきまして、議席番号１２番、坂田謙祐委員、

報告をお願いいたします。 

 

坂田謙祐委員 

 １２番の坂田です。６番と７番の案件について説明させていただきます。６番

も７番も譲渡人が一緒ですので、併せて説明させていただきます。３月６日に農

業委員２名と事務局職員１名で現地を確認いたしました。 

事務局からもありましたように、ここは譲受人が以前から利用権を設定して

耕作されていた農地で、この度、譲渡人が相続で農地を取得したのですが、後継

者も居られず、本人もなかなか管理ができないということで、譲渡されることと

なりました。 

譲受人は地域でもやり手の担い手であり、今までずっと水稲を作付けされて

こられた方ですので、問題はないと思います。ご審議の程よろしくお願いをいた

します。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、９番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告を

お願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

 ５番の田﨑です。９番の案件について報告させていただきます。３月４日に農

業委員２名、事務局職員２名で現地確認に参りました。 

申請地は、安岡地区の安岡中学校の近くにあるほ場整備されている農地です。

１５年ぐらい前ぐらいから耕作しておらず、雑木や雑草とか繁茂しており、耕作

放棄地となっておりました。先ほど事務局の方からも説明がありましたように、
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譲渡人は遠方に居住しており、農業後継者もいないことから譲受人に申し出た

ものです。譲受人は申請地を整備して、柑橘類を６０本くらい植える予定です。 

 周辺は立派な農地ですが、この申請地だけが荒れていますので、綺麗になるこ

となので、ありがたいことだと思います。売買によるものです。 

ご審議の程よろしくお願いをいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑がある方は、挙手され、起立して議席番号及び氏名を述べられ、ご発言

をお願いいたします。質疑は、ございませんか。 

 

 ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」の

１番から４番及び６番、７番、９番の案件につきまして、「許可」とすることに

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

 全員挙手と認めます。 

よって原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に５番の案件についての審議に入りますので、議席番号  番、    委

員は退席をお願いします。 

 

（該当委員 退席） 

 

それでは、５番の案件について、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 ご説明いたします。総会議案書２ページをお開きください、５番。申請者、土

地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。登記地目は田２筆、畑３筆で、

合計面積は３，５１３㎡、位置図は１９、２０ページ、公図は２１ページから２

３ページをご覧ください。申請地は下関市役所菊川総合支所から南西へ約７５

０ｍに位置している農地で、   番 と   番 の２筆は過去に農業公共

投資の対象となった農地で、残りの３筆は農業振興地域内白地の農地です。 

申請理由は耕作及び管理が困難な譲渡人の要望に、申請地の一部を以前から

耕作していた譲受人が応じたものでございます。申請地は譲受人の自宅から約 
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   の距離に位置しており、譲受後は水稲や柑橘類を栽培する予定で、贈与に

よる所有権の移転となっております。 

譲受人は農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有して

おり、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障が生ずる恐れがないこと

から、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可基準を満たしていると考

えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

５番の案件につきまして、議席番号１３番、伊田喜弘委員、報告をお願いいた

します。 

 

伊田喜弘委員 

１３番伊田です。議案第１号５番について調査結果をご報告いたします。令和

６年３月６日に事務局１名と農業委員２名で現地を調査いたしました。譲受人

は認定農業者として、地域の農業振興に立派な実績を上げておられ、地域のリー

ダーとして活躍中です。この度、譲渡人の離農に伴い、過去利用権設定していた

農地等の贈与を受けることになりました。現地の調査結果について、地目「田」

と「畑」に区別して報告いたします。            は自己保全の状

態でした。            は営農状態の確認ができました。次に地目

「畑」について報告いたします。地目「畑」は３筆とも果樹が植えられていまし

たが、長年管理ができていないように思われました。果樹としての再生には努力

がいると思いますが、譲受人は必ず再生して立派な果樹園にするものと思って

います。所有権の移転には何ら懸念事項はありません。 

ご審議の程よろしくお願いをいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

 ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」の

５番の案件につきまして、「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 
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 全員挙手と認めます。よって原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

それでは、退席委員は着席をお願いいたします。 

 

（該当委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

次に８番の案件についての審議に入りますので、議席番号  番      

委員は退席をお願いします。 

 

（該当委員 退席） 

 

それでは、８番の案件について、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 それでは、ご説明いたします。総会議案書３ページをお開きください、８番。

申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆

で、面積は２，２５３㎡、位置図は３０、３１ページ、公図は３２ページをご覧

ください。申請地は下関市役所豊浦総合支所室津支所から南へ約６００ｍに位

置している、過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は高齢で耕作が困難となり農業後継者もいない譲渡人の要望に、前

耕作者である譲受人が応じたものでございます。申請地は譲受人の自宅から約 

    の距離に位置しており、譲受後は水稲を栽培する予定で、贈与による所

有権の移転となっております。 

譲受人は農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有して

おり、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障が生ずる恐れがないこと

から、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可基準を満たしていると考

えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

８番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告をお願いいたし

ます。 
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石田安男委員 

９番の石田です。８番の案件につきまして補足説明いたします。３月６日に農

業委員２名、事務局職員２名で現地を確認いたしました。譲渡人は高齢で耕作が

困難となり、農業後継者も居ないことから、現在耕作をしてもらっている譲受人

に申し出て、譲受人が応じたものです。譲受人は認定農業者として本格的に大規

模稲作を行っていて、夫婦、後継者と共に営農しており、必要な農作業用の機械

も所有しております。 

申請地は、譲受人の自宅からも近く、きちんと管理されておりました。贈与に

よる所有権の移転です。問題はないかと思います。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」の

８番の案件につきまして、「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

それでは、退席委員は着席をお願いいたします。 

 

（該当委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第２「議案２号 農地法第５条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 農地法第５条第１項の規定による許可とは、市街化区域内以外の農地を住宅

や駐車場等の整備を目的に農地を農地以外にする、いわゆる転用を目的に権利

移動が伴うもので、農業委員会の総会にてご審議いただき、許可の可否を決定し、

承認されれば会長名で許可書が交付されます。 

なお、立地基準が農用地や第１種農地の場合、転用目的が営農型太陽光発電設
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備の場合、転用面積が３，０００㎡を超える場合は、山口県ネットワーク機構の

意見聴取を受けた後に許可となります。 

また、都市計画法第２９条第１項の規定による開発行為の許可が必要な案件

については、開発許可と同時施行となります。現在４ｈa以下の農地転用許可権

者は権限移譲により、下関市農業委員会会長となっております。 

農地転用許可基準には立地基準と一般基準がございますが、立地基準につい

ては後ほど案件ごとにご説明いたしますので、一般基準についてのみ簡単にご

説明いたします。第１に資力と信用があるか、転用の妨げとなる権利を有する者

の同意があるか、遅延なく転用されるか、他法令による許認可が得られる見込み

があるのか等の事業実施の確実性でございます。第２に土砂の流出、崩壊等の災

害を発生させる心配がないか、周辺の営農条件に支障がないか等の被害防除で

ございます。第３に、地域における担い手に対する農地の集積に支障がないか等

の農地の集積でございます。これらに該当する場合には、立地基準に適合する場

合であっても、農業委員会は許可することができません。 

それでは、議案についてご説明いたします。総会議案書３６ページをお開きく

ださい、１番。本件は原状回復を条件に、令和４年５月１９日付けで、資材置場

の整備を目的に、許可後から許可後３箇年の一時的な利用として許可された案

件を、永年転用に変更するものです。 

申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。位置図は３８、

３９ページ、公図は４０ページ、土地利用計画図は４１ページをご覧ください。

申請地は、下関市役所王司支所から北東へ約２６０ｍに位置している「第３種農

地」で、該当条文は、議案書記載のとおりでございます。 

詳細にご説明いたしますと、農地法施行令第１４条とは「市街地の区域内又は

市街地化の傾向が著しい区域内にある農地」で、農地法施行規則第４３条第２号

において「申請に係る農地からおおむね３００ｍ以内に支所を含む市役所が存

すること。」となっておりますので、申請地は「第３種農地」となります。本件

は第３種農地でございますので、立地基準においては原則許可できる農地に該

当いたします。 

申請理由につきましては、資材置場として一時的な利用を計画していた譲受

人が受注工事の多様化等に伴い資材置場としての永続利用を希望し、各譲渡人

が応じたものでございます。売買による所有権の移転となっております。 

本来であれば原状回復後に改めて申請する必要がございますが、申請者から

提出された理由書を確認したところ、利用の継続を希望していること、また、原

状回復に係る費用等も嵩むこと、もしも許可が得られない場合には誓約書どお

りに原状回復する旨も約束するとの記載もございましたので、事務局からは原

状回復の指示を行わずこの度の申請書を受理させていただきました。本件には
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一体利用地が１筆ございますが、土地所有者から使用承諾書が提出されており、

確保は確実で、計画面積は土地利用計画からみて適当であると判断しています。  

申請地に隣接した農地はございません。汚水の発生はなく、雨水のみ隣接地の

農業用用排水路以外の土水路に放流されますが、土地所有者に説明し承諾を得

ていることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。資力については

資金計画書及び事業を実施するために必要な資力及び信用があることを証する

書面として、金融機関発行の残高証明書が提出されております。本件は既に、土

地利用計画どおりに整備されており、遅滞なく転用目的に供することは確実で、

一般基準においても許可基準を満たしていると考えられます。ただし、国からの

通知「農地法関係事務処理要領の制定について」の第４、農地等の転用の関係、

その他処理上の留意事項として「資材置き場等に供する目的で農地転用許可さ

れた場合には、その後の一定期間、農業委員会は、当該土地の利用状況を確認す

ることが望ましい」となっておりますので、「許可後、３箇年程度、１箇月に一

度、農業委員と事務局職員又は事務局職員で現地確認を行い、総会にて報告する

こと。」との意見を付して許可することといたします。 

なお今後は、資力については農地法施行規則に規定された法定添付書類とな

りますので、疑義が生じない場合には説明を省略させていただきます。 

３６ページに戻りまして、２番。申請者、土地の所在等は議案書に記載のとお

りでございます。位置図は４２、４３ページ、公図は４４ページ、土地利用計画

図は４５ページをご覧ください。申請地は下関市役所勝山支所から北東へ約１．

７ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となっていない集団農地面

積が１０ha 未満の小集団の農地で、「甲種農地」、「第１種農地」、「第３種農地」

のいずれにも該当しない「第２種農地」となります。集団農地面積は３．３ha で

す。 

転用目的は、非フィットによる太陽光発電設備を設置するもので、譲受人は小

売電気事業者でございます。申請理由につきましては、事業拡大の為に新たな発

電設備の設置場所を探していたところ、日当たりが良く計画に必要な面積も確

保できることからこの度の計画に至ったもので、農業後継者もいない譲渡人が

譲受人の要望に応じたもので、申請者からは代替地検討表が提出されており、売

買による所有権の移転となっております。 

この代替地検討表とは、他の候補地の検討状況を確認するための資料で、譲受

人と譲渡人が下関市内に所有している全ての土地について検討した結果を書面

にて確認するもので、申請地を設定した理由の一つとなります。本件では工作物

の新築に必要な河川法５５条の許可申請書が河川管理者に提出されており、   

  番 には地役権が設定されておりますが、譲受人は承諾しております。なお、

今後は、土地利用計画図に影響がない各種の手続の状況や申請地に設定されて
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いる地役権や抵当権等についての対応については、事務局が事前に審査し、問題

ないと判断した場合には説明を省略させていただきます。 

総会議案書４４ページをお開きください。本件では公図の形と、４５ページの

土地利用計画図の事業実施区域の形状が異なっておりますが、地籍測量図にて

土地利用計画図の形状が正しいことが確認できております。本件には一体利用

地はなく、計画面積は過去に転用許可された案件と比較しても妥当であり、市農

業委員会の農地法関係事務に係る指導指針の建ぺい率及び土地利用計画からみ

ても、適当であると判断いたしました。 

なお、下関市太陽光発電事業と地域環境との調和に関する条例に係る環境部

との協議は終了しております。 

土砂の流出対策としては、申請地の西側に申請地よりも低い位置に農地がご

ざいますが、既存法面はさわらない計画となっており、汚水の発生はなく、雨水

のみ河川に放流されることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

本件は「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられます。 

総会議案書３７ページをお開きください、３番。申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は田１筆、面積は１，７３３㎡の内、

４４５㎡を転用する部分転用となっております。また、本件は譲受人２名での申

請となっておりますが、これは金融機関からの融資が配偶者も、連帯債務者とし

て借り入れを行う計画になっていたことが理由でございます。 

位置図は４６、４７ページ、公図は４８ページ、土地利用計画図は４９ページ

をご覧ください。申請地は下関市役所豊浦総合支所から南東へ約３００ｍに位

置している、農地法施行令第１４条と農地法施行規則第４３条第２号及び農地

法施行規則第４４条第３号に該当する「第３種農地」となります。 

施行令第１４条と施行規則第４３条第２号については先ほどご説明いたしま

したので省略いたしますが、申請地は都市計画法第８条第１項第１号に規定す

る用途地域、第１種住居地域内に位置する農地で、農地法施行規則第４４条第３

号にも該当しております。 

転用目的は、自己用住宅でございます。申請理由につきましては、借家住まい

の譲受人が地元の不動産業者から紹介され、申請地に自己用住宅の建築を計画

したもので、高齢で耕作が困難な譲渡人が不動産業者を介して、譲受人の要望に

応じたものでございます。売買による所有権の移転となっております。 

本件の一体利用地は隣接地の盛土部分と市道加工部分となっておりますが、

隣接地の土地所有者からは承諾書が、市道加工については道路工事施行承認申

請書が提出されており、確保は確実と判断いたしました。 

また、自己用住宅や建売住宅等の敷地面積は概ね５００㎡以下で、建ぺい率２

２％以上が適正な敷地面積となっておりますが、本件の敷地面積は４４５．６７
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㎡、建ぺい率は２５．３７％ですので、土地利用計画及び建ぺい率からみて、計

画面積は適当であると判断いたしました。 

土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地、申請地の残地部分への土砂

の流出対策として、擁壁を設置する計画となっております。汚水は公共下水道で

処理され、雨水のみ譲渡人の所有地にある既存の土水路から農業用用排水路に

放流されることから、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

本件は、「第３種農地」であるため、許可基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

 それでは、１番の案件につきまして、議席番号３番、新久保克己委員、報告を

お願いいたします。 

 

新久保克己委員 

 議席３番の新久保です。1 番の案件について、現地確認の結果を報告します。

３月５日に農業委員２名と事務局職員２名で現地確認を行いました。 

申請内容は事務局の説明の通りで、本件は令和４年５月１９日に農地転用許

可を行った物件です。当時、譲受人は一時的な資材置場として、譲渡人と使用貸

借による権利設定をしていたところ、その後資材置場として需要があるため、今

後も永続的な利用をするために、今回売買による権利移動を申し出たところ譲

渡人が要望に応じたものです。汚水はなく、雨水は農業用用排水路以外の水路に

放流するものです。隣接する農地はなく、問題ないと思います。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号１番、阪田実委員、報告をお

願いいたします。 

 

阪田実委員 

 １番の阪田でございます。さる３月４日に農業委員２名、事務局職員２名で現

地確認を行いました。 

現地は４３ページの航空写真で分かりますようにJRの山陽本線がありまして、 

下の方は山といいますか丘といいますか、影になる様な所ですが、西には広く開

かれており、そういう意味では太陽光発電には支障はないと思われます。汚水の
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発生はなく、雨水のみが側溝等に流れます。周りには同じような農地が広がって

おりますが、ほとんどが耕作放棄地になっておりまして、所々、野菜が栽培され

ている、こういった所でございます。事務局の説明通りで、何ら問題ない案件だ

と思います。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告を

お願いいたします。 

 

石田安男委員 

 ９番の石田です。３番の案件について補足説明いたします。３月６日に農業委

員２名、事務局職員２名で現地を確認いたしました。 

譲受人は現在、借家に家族と生活していましたが、自宅を建築することを計画

し、土地を探してきたところ、高齢であり管理に苦慮していた譲渡人の情報を紹

介人から受け、閑静な地域で利便性がよく、子育てにも適しており、また直接市

道に出入りすることができる申請地に建設地を決めました。譲受人は夫婦２人

で、持分２分の１づつの売買による所有権の移転となっております。 

一体利用地である隣接地の盛土部分や市道加工部分の承諾書や申請書も出て

おります。雨水は土水路から自然流下で農業用用排水路へ、汚水は公共下水道で

処理します。周辺はほぼ住宅地となっており、多少は畑がありますが、周辺の営

農には支障はないと思います。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可について」、原

案のとおり「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 
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次に日程第３「議案第３号 農地法第５条第１項による許可案件の事業計画

変更に係る意見決定について」をお諮りします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 本議案は山口県知事に許可された案件を変更するもので、農業委員会は意見

決定し、その旨を山口県知事に進達するものでございます。 

それでは、ご説明いたします。総会議案書５０ページをお開きください、１番。 

申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。位置図は５１、５

２ページ、公図は５３ページで、変更前の土地利用計画図は５４ページ、変更後

の土地利用計画図は５５ページをご覧ください。 

変更内容は土地利用計画の変更と、工事期間の延長で、申請地の造成工事は完

了しております。変更理由については議案書にも記載しておりますが、勤務先の

移転の延期や私事の理由によりこの度の計画変更に至ったものございます。こ

の度の計画では、住宅の建築面積が８０．００㎡から６７．６０㎡に変更されて

おりますが、建ぺい率は２２．９１％で、２２％以上となっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

 事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いたします。 

それでは、議席番号１３番、伊田喜弘委員、報告をお願いいたします。 

 

伊田喜弘委員 

 １３番の伊田です。議案第３号について調査結果をご報告いたします。令和６

年３月６日に事務局１名と農業委員２名で現地を調査いたしました。 

本件は平成３０年９月に承認した期間、他の変更申請です。変更内容は工事期

間を承認後２か年まで及び自己用住宅面積を１棟８０㎡から自己用住宅１棟６

７．６０㎡に縮小するものです。変更理由書が提出されており、その内容によれ

ば、変更は致し方ないと思います。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 事務局及び担当委員の説明報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 
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ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第３号農地法第５条第１項による許可案件の事業計画変更に係

る意見決定について」、「承認相当」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

挙手多数と認めます。 

よって、原案のとおり「承認相当」とすることと決しましたので、その旨の意

見を付して山口県知事に送付します。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第４「議案第４号 現況確認について」をお諮りします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 総会議案書５６ページをお開きください。現況確認について簡単にご説明い

たします。通常、農地から農地以外に地目変更する場合には農地法の許可書が必

要となりますが、市農業委員会で「現況確認書交付事務取扱要領」を定め、行政

サービスとして、原則、農業振興地域整備計画において農用地区域内の農地以外

の農地が対象とはなりますが、現況確認書を交付しております。 

この度２件の申請があったことから委員の皆様に、申請地が「農地」なのか「非

農地」なのかをご判断いただくものでございます。 

それでは、説明の前にタブレット端末を起動していただき、事前にメールにて

お送りしております番号１番の現地調査時の写真をお開きください。 

それでは、ご説明いたします、１番。申請者、土地の所在等は議案書に記載の

とおりでございます。登記地目は畑１筆、面積は６４１㎡、申請地の位置図は５

７、５８ページ、公図は５９ページをご覧ください。５９ページの公図に非農地

と記載している土地は、過去に農業委員会が現況確認証明願にて「非農地」と判

断した土地となります。申請地は下関市役所川中支所から南西へ約１．６ｋｍに

位置する土地でございます。 

令和６年３月４日に農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名で

現地調査を行いました結果、現地調査時の写真のとおり申請地は、一部に灌木が

繁茂しておりましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第３号イに該当

し、「非農地」との判断になっております。 

５６ページに戻りまして２番、申請者、土地の所在等は議案書に記載のとおり

でございます。登記地目は田１筆、面積は４９５㎡、申請地の位置図は６０、６

１ページ、公図は６２ページをご覧ください。申請地は下関市市役所豊田総合支

所から南西へ約２．１ｋｍに位置する土地でございます。 
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令和６年３月６日に農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名で

現地調査を行いました結果、申請地は全体的に笹竹が繁茂し、一部に灌木が繁茂

しており、現況確認書交付事務取扱要領第５条第３号イに該当し、こちらも「非

農地」との判断になっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告をお

願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

 ５番の田﨑です。１番の案件についてご報告させていただきます。３月４日に

農業委員２名、推進委員１名、事務局２名で現況確認に参りました。 

申請地は、長州出島の入口付近にある農地です。事務局の説明の通りで、また

皆さんに見ていただいた画像の通りでして、一部に灌木が繁茂していました。山

林化した農地に隣接して、今後、林野化が想定されるものと判断し、全員一致で

非農地としました。 

よろしくご審議の程お願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号１６番、河本肇委員、報告をお

願いいたします。 

 

河本肇委員 

 １６番の河本です。２番の案件についてご報告させていただきます。令和６年

３月６日に農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局の職員１名で現

状調査いたしました。 

申請地は１０年前頃から耕作していないということですが、それ以前から耕

作していない様にも見えました。全体的に笹竹が繁茂し、一部に灌木が繁茂して

おり、山林に隣接しているため今後、林野化が想定され、非農地と判定いたしま

した。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 



19 

 

事務局の説明及び担当委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

 

 ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第４号 現況確認について」、「非農地」とすることに賛成の委員の挙手

を求めます。 

 

 全員挙手と認めます。 

よって本議案は、原案のとおり決しました。 

 

議長（山田会長） 

 次に日程第５「議案第５号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法

律（令和４年法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」をお諮りし

ます。 

なお、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に、議席番号  

番    委員、議席番号  番    委員、議席番号  番    委員、

議席番号  番    委員、議席番号  番    委員、議席番号  番  

   委員が該当していますので、退席をお願いいたします。 

 

（該当委員 退席） 

 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 『農用地利用集積計画の決定』とは、農業経営基盤強化促進法に基づく、「農

地の貸し借りに関する利用権設定」や「所有権の移転」について、「権利者等の

氏名又は名称及び住所」や「権利の内容等」を農業委員会の決定を経て定めるこ

とを言い、その決定し定めた農用地利用集積計画を市町村が公告することによ

り、利用権設定や所有権の移転の効力が発生することとなっているものでござ

います。 

 議案についてご説明いたします。総会議案書６３ページをお開きください。１

番、この案件は令和６年４月１日公告予定分に係る決定でございます。詳細につ

きましては、別紙「議案第５号関係資料①」の「１．農用地利用集積計画一覧表

（令和６年４月１日公告予定分）」をご覧ください。 

別紙「議案第５号関係資料②」の１ページから３ページに地区別の利用権設定
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面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期間別の一覧表をお示ししておりま

す。 

いずれの案件も、計画内容は「下関市農業経営基盤強化の促進に関する基本的

な構想」に適合し、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条

により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

ると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は、ござい

ませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第５号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年

法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」、賛成の委員の挙手を求

めます。 

  

全員挙手と認めます。 

よって本議案については、原案のとおり決定しましたので、その旨を下関市長

へ通知することといたします。 

 

それでは、退席委員の着席をお願いいたします。 

 

（該当委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

 それでは、次に日程第６「議案第６号 農地中間管理事業の推進に関する法律

第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画（配分）に係る意見決定につい

て」をお諮りします。 

 なお、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に、議席番号  

 番、    委員が該当していますので、退席をお願いいたします。 

 

（該当委員 退席） 

 

それでは、事務局の説明を求めます。 
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事務局（足立事務局次長） 

 『農用地利用集積等促進計画の配分に係る意見決定』についてですが、農地中

間管理機構が農地の出し手から借り受けた農地を、担い手へ集積することを目

的に、借受け希望農家へ配分するための計画の（案）について、業務の委託を受

け、計画（案）を作成する市町村が農業委員会の意見を聴くこととなっておりま

すので、その意見決定を行うものでございます。 

議案についてご説明いたします。総会議案書６４ページをお開きください。こ

の案件は農地中間管理機構が借受けた農地を、公募した借受け希望農家に配分

するにあたり、下関市長から農用地利用集積等促進計画の配分に係る意見を求

められたものでございます。 

 １番、内容につきましては別紙「議案第６号関係資料①」の１ページ「１．農

用地利用集積等促進計画（配分）（案）（下関区域分）」と、２ページの「利用権

の設定を受ける者の経営状況（下関区域分）」をご覧ください。 

 ２番、内容につきましては別紙「議案第６号関係資料①」の３から６ページ

「２．農用地利用集積等促進計画（配分）（案）（豊浦区域分）」と、７ページの

「利用権の設定を受ける者の経営状況（豊浦区域分）」をご覧ください。 

 ３番、内容につきましては別紙「議案第６号関係資料①」の８から１０ページ

「３．農用地利用集積等促進計画（配分）（案）（菊川区域分）」と、１１ページ

の「利用権の設定を受ける者の経営状況（菊川区域分）」をご覧ください。 

 ４番、内容につきましては別紙「議案第６号関係資料①」の１２から１５ペー

ジ「４．農用地利用集積等促進計画（配分）（案）（豊田区域分）」と、１６ペー

ジの「利用権の設定を受ける者の経営状況（豊田区域分）」をご覧ください。 

 ５番、内容につきましては別紙「議案第６号関係資料①」の１７から２２ペー

ジ「５．農用地利用集積等促進計画（配分）（案）（豊北区域分）」と、２３ペー

ジの「利用権の設定を受ける者の経営状況（豊北区域分）」をご覧ください。別

紙「議案第６号関係資料②」に地区別の配分に関する利用集積等促進計画集計表

をお示ししております。 

いずれの案件も、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項の各

要件を満たしていると考えられます。 

 以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 
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ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第６号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１

項の規定による農用地利用集積計画（配分）に係る意見決定について」、原案の

とおり「意見なし」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり「意見なし」と決しましたので、その旨の意見を付して

下関市長に送付いたします。 

 

それでは、退席委員の着席をお願いいたします。 

 

（該当委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

 次に日程第７「議案第７号 下関市国民健康保険運営協議会委員候補者の推

薦について」をお諮りします。 

 それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 ご説明します。総会議案書６５，６６ページをお開きください。これは、農業

委員会からの推薦により、令和４年７月に下関市国民健康保険運営協議会委員

に就いておられました金田前農業委員からの、当該委員の辞任のお申し出に伴

いまして、下関市長から農業委員会に、後任委員の候補者について推薦依頼があ

ったことによるものです。 

任期は、残任期間である令和７年６月３０日までとなります。国民健康保険運

営協議会委員として、年齢及び加入要件等が適格である委員のうちから、下田敏

純委員を農業委員会から推薦しようとするものです。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

ただ今、事務局から説明がありました。 

下田敏純委員にお願いできますでしょうか。 

 

下田敏純委員 

はい。（承諾） 
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議長（山田会長） 

それでは、下関市国民健康保険運営協議会委員候補者として、下田敏純委員を

推薦したいと思います。賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、下田敏純委員を、下関市国民健康保険運営協議会委員候補者として推

薦いたします。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第８「議案第８号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針の改

定について」と日程第９「議案第９号 令和６年度最適化活動の目標の設定等に

ついて」ですが、相互に関連しますので、一括で事務局から説明していただき、

お諮りいたしします。 

 それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（足立事務局次長） 

 説明の前に関係資料の訂正がございます。議案第８号関係資料の２ページ（２）

①最初の〇の行に「農業委員と推進委員の担当制又は」の次に「チーム制推進員

等」とありますが、正しくは「チーム制推進委員等」となります。次に３ページ

（２）①の〇の行に「地域計画の作成と見直しに推進員等は」とありますが、正

しくは「推進委員等」となります。２か所とも「推進委員」に訂正をお願いしま

す。大変申し訳ございませんでした。 

それでは、ご説明いたします。日程第８「議案第８号 農地等の利用の最適化

の推進に関する指針の改定について」と日程第９「議案第９号 令和６年度最適

化活動の目標の設定等について」、総会議案書は、６７、６８ページとなります。

併せて別紙 議案第８号関係資料、議案９号関係資料をご確認ください。 

この指針は、農業委員会の長期的な目標として１０年後に目指す農地の状況

等を定めるもので、最適化活動の目標は単年度の活動目標を定めるものであり、

農業委員、農地利用最適化推進委員の皆様の日々の活動の指標となるものです。 

まず、議案第８号の指針の改定ですが、法改正に伴う改定を昨年度の３月総会に

お諮りし、令和５年４月１日付けで制定しておりましたので、この度の農業委員

及び推進委員の改選に伴う改定では、数値目標について、アンダーライン箇所の

時点修正を行うものです。 

次に、議案９号の令和６年度の目標設定ですが、国の運用通知等に基づき、実

績値等を踏まえ農林水産省が定める計算により設定しているものについては、

農地の集積は４３．０％、遊休農地の解消は既存分１．７９ｈａ、新規分０．９
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８ｈａ、新規参入面積は５８．３ｈａ、活動日数は月平均１０日。任意で定める

目標については、前年度と同じで、活動強化月間は農地パト２か月、利用権戸別

訪問２か月の計４か月、新規参入相談会への参加は１回としております。 

なお、指針及び令和６年度の目標については国の運用通知等に基づき、ホーム

ページにて公表するとともに関係機関へ通知してまいります。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

 

 ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、まず、「議案第８号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針の

改定について」原案のとおりとすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

 全員挙手と認めます。 

よって本議案については、原案のとおり決定しました。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、「議案第９号 令和６年度最適化活動の目標の設定等について」、

原案のとおりとすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって本議案については、原案のとおり決定しました。 

 

 以上で、審議事項はすべて終わりました。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第１０「報告第１号」から日程第２１「報告第１２号」までを一括

して、事務局より報告を求めます。 

 

事務局（中川事務局主幹） 

 ご報告いたします。以後、着座にてご説明いたします。報告事項１から８ペー

ジ、報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定による届出について」は２９件

ございました。本件は農地の権利を相続等によって取得したときは、農地のある

市町村の農業委員会に農地の所有者、管理者を明らかにするため、届出が義務付
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けられているものです。書類等そろっておりましたので、国の農地法関係事務処

理要領の規程により、受理通知書を交付いたしました。 

９ページ、報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出につ

いて」は２件ございました。本件は市街化区域内の農地を転用する場合は、あら

かじめ農業委員会に所定の事項の届出を行えば、転用許可を要しないこととさ

れているものです。書類等そろっておりましたので、下関市農業委員会会長専決

規程により、受理通知書を交付いたしました。 

１０ページ、報告第３号「農地法施行規則第５３条の規定による転用届出につ

いて」は１件ございました。本件は認定電気通信事業者が、携帯基地局等の設置

を目的に届け出がなされたものです。携帯電話に係る基地局等の設置のための

転用については、農地法施行規則により農地法の許可を要しないこととされて

いますが、県の「認定電気通信事業者が行う中継施設等の設置に伴う農地の転用

について」の通知により、許可権者である市農業委員会に文書が提出されたもの

です。書類等そろっておりましたので、下関市農業委員会会長専決規程により、

受理通知書を交付いたしました。 

１１から１３ページ、報告第４号「土地改良法第３条第１項第２号の規定によ

る承認について」は１件ございました。本件は土地改良事業への参加資格の交替

の申出に対し、農業委員会が承認の可否を決定するものでございます。農用地を

利用権等の権原に基づき耕作している場合、借り手であるその耕作者に土地改

良事業への参加資格があると、土地改良法第３条第１項で規定されています。し

かし、所有者から参加資格を交替する旨の申出があり、農業委員会がこれを承認

すれば、所有者に参加資格が交替する旨が、同法第３条第１項第２号に規定され

ています。この度の申出書は２月１３日付けで提出されましたが、土地改良法施

行令及び土地改良法施行規則に、申出書の提出があったときは７日以内に、農業

委員会は承認するか否かを決定し、その旨を遅滞なく公告し、かつ、申出をした

もの等に通知しなければならないと規定されております。その為、前回までは総

会の議案として上程しておりましたが、この度の申し出については土地改良事

業の円滑な推進を目的に提出がなされたことが確認できましたので、下関市農

業委員会規程、第５条の会長の専決事項「総会を招集するいとまないと認める場

合には、会長の専決処分に付することができる」となっておりますので、会長の

専決にて、令和６年２月２０日付けで公告し、申出をしたものと交代前の資格者

である耕作者に承認書を交付いたしました。 

１４から１７ページ、報告第５号「現況確認について」は１件ございました。

現況確認については議案第４号と同じ現況確認書交付事務取扱要領の証明基準

により判断いたしますが、議案との違いは事務取扱要領第４条において、５条第

１号及び第２号の場合においては、現地調査後、現況確認書を交付し、総会に報
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告するものと規定されています。本件は５条２号の「昭和４５年９月末日以前よ

り農地以外の目的で利用している土地」に該当しておりましたので、農業委員に

よる現地調査終了後、会長の専決にて現況確認書を交付いたしました。なお、議

案書にも記載しておりますが、現地調査では建物は確認できませんでしたが、申

請者から提出された昭和４４年撮影の航空写真で、建物は確認でき、申請地は農

地として利用はなされてはいなかったことから、「非農地」と判断したものでご

ざいます。 

１８から２３ページ、報告第６号「農地造成届について」は１件ございました。

本件は市農業委員会の農地造成指導指針に従って、農地造成届があったもので

す。農地を埋め立てし、それを農地として利用する農地造成については、農地を

農地以外で利用する農地転用とは違い、農地法上の手続きは必要ありません。 

しかしながら、農地造成と無断転用を区別するため、また農地を埋め立てること

による周辺農地への影響等を考慮して、指導指針を定め、農地の適正な利用につ

いて指導を行っているところです。農業委員による現地確認を行い、下関市農業

委員会会長専決規程により、受理通知書を交付いたしました。 

２４ページ、報告第７号「農地造成期間延長願について」は２件ございました。

本件は届出のありました農地造成の期間延長を願い出るものでございます。農

地造成届は農地造成指導指針により、工期が原則１年以内ですが、やむを得ない

理由の場合、延長を認めるものでございます。農業委員による現地確認を行い、

下関市農業委員会会長専決規程により、受理通知書を交付いたしました。 

２５ページ、報告第８号「相続税の納税猶予に関する引き続き農業経営を行っ

ている旨の証明について」は３件ございました。農地に係る相続税の納税猶予と

は、相続時における農地の細分化防止や農業後継者の確保を目的として設けら

れたもので、この制度の適用を受けるためには、農業委員会の相続税の納税猶予

に関する適格者証明を税務署へ申請･申告する必要があります。本件は納税猶予

を受けた者が、前回の申請から３箇年が経過したことから、改めて農業委員会に

税務署への申請･申告に必要な証明書の交付を求められたものです。この度の証

明は「引続き農業経営を行っている旨の証明」となります。 農業委員による現

地確認を行い、下関市農業委員会会長専決規程により、証明書を交付いたしまし

た。 

２６から３２ページ、報告第９号「農地法第１８条第６項の規定による通知に

ついて」は、利用権で設定されていた賃貸借の合意解約が２８件ございました。

内容につきましては、記載のとおりでございます。賃貸借の権利設定による利用

権設定において、借り手、貸し手双方の合意による解約がなされたものにつき、

下関市農業委員会会長あてに通知書の提出があったものでございます。 

３３ページ、報告第１０号「農地の転用事実に関する証明について」は３件ご
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ざいました。本件は過去に転用目的が「特定建築条件付売買予定地」として許可

された案件について、法務局への地目変更登記の際に必要な証明書の交付でご

ざいます。特定建築条件付売買予定地の説明については次回以降の総会で、詳し

くご説明したしますので、省略させていただきます。農業委員による現地調査は

既に終了しており、提出された書類にて農地以外である旨が確認できましたの

で、証明証を交付いたしました。 

３４から３６ページ、報告第１１号「農地法第５条第１項による許可案件の現

地確認の報告について」でございます。内容につきましては記載のとおりでござ

います。本件は議案第２号１番でもご説明いたしましたが、過去に資材置場の整

備を目的に農地転用許可された案件の現地確認の報告でございます。 

３７から４０ページ、報告第１２号「農地中間管理事業の賃借に関する契約終

期の変更契約について」でございます。内容につきましては、記載のとおりでご

ざいます。本件は農地中間管理機構と地権者との貸借契約に関し、令和６年３月

３１日で期間満了を迎えるものについて、契約終期の延長のみを理由とした変

更契約が締結されたものでございます。 

 ４１ページ、報告第１３号「令和５年度第１０回総会議案書第７号の審議案件

の訂正について」でございます。内容につきましては記載のとおりでございます。

大変申し訳ございませんでした。 

 

以上報告いたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告第１号から第１２号につきまして、ご意見、ご質問等ございま

せんか。 

 

ないようですので、以上をもちまして「令和５年度第１２回定例総会の閉会」

を宣告いたします。 
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（終了時刻１１時０５分） 

 

 

上記の議事録は正確と認め署名する。 

 

 

議長                             

 

 

署名委員                           

 

 

署名委員                           


